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娘
の
中
学
の
卒
業
式
で

し
た
。
卒
業
す
る
自
分

の
学
年
の
合
唱
の
「
翼

を
く
だ
さ
い
」
の
伴
奏

を
し
た
の
で
す
。「
今
、

願
い
こ
と
が
か
な
う
な

ら
ば
翼
が
欲
し
い
。
こ

の
背
中
に
鳥
の
よ
う
に
、
白
い
翼
を

つ
け
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
大
空
に
翼

を
広
げ
、
飛
ん
で
い
き
た
い
よ
…
」

の
ク
ラ
ス
の
生
徒
た
ち
の
大
き
な
声

の
ハ
ー
モ
ニ
ー
は
講
堂
を
圧
巻
し
ま

し
た
▼
何
回
か
私
の
運
転
で
ス
キ
ー

に
連
れ
て
行
っ
た
友
だ
ち
の
姿
も
見

え
、
ま
さ
に
大
空
に
飛
ぶ
よ
う
な
希

望
に
満
ち
た
光
景
は
父
親
の
心
を
熱

く
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
20

年
が
た
っ
て
も
卒
業
式
の
季
節
に
な

る
と
、
娘
た
ち
の
あ
の
特
別
の
時
を

思
い
だ
し
ま
す
。
あ
の
卒
業
式
の
新

し
い
出
発
の
イ
メ
ー
ジ
、
翼
を
広
げ

て
大
空
に
飛
び
立
つ
鳥
、
い
か
に
も

さ
わ
や
か
で
力
に
満
ち
た
も
の
で
す

▼
と
こ
ろ
で
悲
し
み
の
な
い
自
由
の

空
へ
翼
を
は
た
め
か
せ
た
い
と
キ
ラ

キ
ラ
歌
っ
た
あ
の
子
た
ち
も
、
そ
の

後
の
卒
業
式
も
経
て
壮
年
期
の
入
口

に
向
か
っ
て
い
ま
す
▼
あ
の
時
の
私

の
娘
は
、
今
仕
事
と
３
歳
と
５
歳
の

子
育
て
に
奮
闘
し
て
い
ま
す
。
娘
は

多
忙
な
こ
の
頃
の
日
常
を
、
地
面
を

チ
ョ
コ
チ
ョ
コ
と
飛
び
歩
く
鳥 

ス
ズ

メ
に
た
と
え
、
大
空
を
飛
ぶ
は
ず
の

足
下
は
泥
沼
だ
、
今
は
ゆ
っ
く
り
寝

る
時
間
が
欲
し
い
と
な
ん
と
も
現
実

的
な
言
葉
を
吐
い
て
い
ま
す
▼
私
の

励
ま
し
で
す
。
古
代
エ
ジ
プ
ト
の
白

い
羽
毛
の
ト
キ
は
長
い
く
ち
ば
し
を

も
ち
、
人
に
は
分
か
ら
な
い
沼
地
の

底
に
口
ば
し
を
入
れ
て
毎
日
餌
を
探

し
だ
し
ま
し
た
。
そ
の
能
力
を
人
は

見
て
、
知
識
の
神
ト
ト
の
化
身
だ
と

崇
拝
し
た
の
で
す
。
大
空
だ
け
が
人

生
で
な
く
地
面
も
沼
地
も
素
敵
で
す
。

�

（
準
）

た
。
平
良
さ
ん
は
沖
縄
の
基
地
問
題
に
も
触
れ

「
今
起
き
て
い
る
こ
と
に
目
を
向
け
て
、
真
実

を
知
り
自
分
が
ど
の
よ
う
に
平
和
を
つ
く
る
こ

と
が
で
き
る
か
を
考
え
、
行
動
し
続
け
て
ほ
し

い
」
と
語
っ
た
。

午
後
に
は
「
平
和
と
つ
な
が
る
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
」が
行
わ
れ
、歩
行
測
定（
健
康
教
育
事
業
）

や
絵
本
・
カ
ロ
ム
コ
ー
ナ
ー（
保
育
事
業
）、
五

輪
検
定
ク
イ
ズ（
語
学
事
業
）、
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座（
高
齢
者
事
業
）、
こ
ん
な
と
き

ど
う
す
る（
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
事
業
）、
異
文
化

理
解（
専
門
学
校
事
業
）、
ワ
イ
ズ
メ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
紹
介
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
開
催
さ
れ
、
多
文
化

共
生
や
平
和
を
考
え
る
取
り
組
み
が
行
わ
れ

た
。
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
田
口
努
総
主
事
は
「
会
員

の
皆
さ
ま
の
お
支
え
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
弱

く
さ
れ
て
い
る
人
に
連
帯
す
る
試
み
が
平
和
に

つ
な
が
り
ま
す
。
自
分
に
何
が
で
き
る
か
を
考

え
行
動
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
語
っ
た
。

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
、
２
月
11
日
に
「
第
５

回 

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
会
員
大
会
」を
湘
南
と
つ
か

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に
て
開
催
し
た
。
会
員
大
会
は
、
新

し
い
維
持
会
員
（
Ｙ
サ
ポ
ー
タ
ー
）
を
歓
迎
し
、

会
員
相
互
の
親
睦
と
交
流
、
学
び
の
機
会
と
し

て
維
持
会
員
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
会
員
と
そ
の
家

族
、
ユ
ー
ス
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
子
ど
も
た
ち
、

ス
タ
ッ
フ
な
ど
３
０
２
人
が
参
加
し
た
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
平
和
の
つ
く
り
方
～
お

話
と
歌
と
紙
芝
居
と
ゲ
ー
ム
と
ダ
ン
ス
で
～
」。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
平
良
愛
香

さ
ん
（
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
川
和
教
会
牧
師
）

が
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
い
、「
平
和
を
実
現

す
る
人
は
幸
い
で
あ
る
。（
マ
タ
イ
に
よ
る
福

音
書
５
章
９
節
）」
な
ど
の
聖
句
が
書
か
れ
た

し
お
り
を
全
員
に
配
付
し
、
参
加
者
全
員
で
読

ん
だ
。
そ
の
後
、
紙
芝
居
「
お
じ
い
さ
ん
の
で

き
る
こ
と
」
を
紹
介
し
た
。
紙
芝
居
の
絵
が
横

に
約
10
メ
ー
ト
ル
に
連
な
り
、
参
加
者
が
協
力

し
て
延
び
た
部
分
を
支
え
、
戦
争
は
や
め
よ
う

と
呼
び
か
け
た
。

そ
の
後
、
工
藤
誠
一
理
事
長
が
、「
愛
と
平

和
を
求
め
続
け
て
、
み
な
さ
ん
と
平
和
を
創
る

こ
と
の
学
び
と
分
か
ち
合
い
の
時
と
し
ま
し
ょ

う
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。
大
会
を
主
催
し
た
会

員
事
業
委
員
会
の
鈴
木
茂
委
員
長
は
「
平
和
を

考
え
、
平
和
の
願
い
を
共
有
す
る
場
、
そ
し
て
、

地
球
全
体
の
平
和
を
願
う
、
国
連
の
定
め
た
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
の
17
の
ゴ

ー
ル
の
う
ち
、
自
分
が
取
り
組
み
た
い
項
目
、

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
と
し
て
取
り
組
み
を
期
待
す
る

こ
と
を
選
ん
で
コ
ー
ナ
ー
に
貼
っ
て
ほ
し
い
」

と
世
界
の
目
標
に
も
あ
る
平
和
の
取
り
組
み
を

ア
ピ
ー
ル
し
た
。平

和
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
は
「
広

島
ピ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
」
に
参
加
し

た
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
の
子
ど
も

た
ち
の
報
告
と
身
近
に
で
き
る
平

和
の
取
り
組
み
な
ど
が
発
表
さ
れ

た
ほ
か
、
平
良
愛
香
さ
ん
が
、
平

和
の
つ
く
り
方
と
題
し
て
、
沖
縄

の
歌
と
話
、
ゲ
ー
ム
と
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
、
ダ
ン
ス
な
ど
多
様
な
手

法
で
、
参
加
者
が
楽
し
く
参
加
し

な
が
ら
平
和
を
ど
の
よ
う
に
つ
く

っ
て
い
く
か
を
考
え
る
機
会
と
し

平
和
を
つ
く
る
学
び
と
分
か
ち
合
い
の
時

第
５
回　

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
会
員
大
会

　専門学校事業
では、YMCA国際
ビジネス専門学
校の留学生たち
が、自国の「フィ
リピン」を紹介
しました。子ど
もから大人まで、フィリピンを知らない人にも関
心をもってもらおうと、観光地の紹介や、タガロ
グ語であいさつを交わしたり、フィリピンのゲー
ムを参加者と一緒に行い、楽しくフィリピンへの
理解を深めました。

留学生が自国フィリピンを紹介
言葉やゲームで楽しく異文化理解

　2016年から2030
年までに達成し
ようと、2015年に
国連総会で採択
さ れ た S D G s
（Su s t a i n a b l e 
D e v e l o pmen t 
Goals/持続可能な開発目標/ エス・ディー・ジー
ズ） について、会員大会の参加者が自分事として
取り組めることやYMCAとして取り組むことを期
待したい目標をピックアップし、今後の働きに
ついて考える機会を持ちました。

SDGs 17のゴールを知ろう
自分事・YMCAとして取り組みたいこと

▲平和の学びと分かち合い、豊かな交流の時となった第5回 横浜YMCA会員大会

▲�平和をテーマにした紙芝居「おじいさんのできること」
は10mほどつながり、大会委員や有志が支えた。
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今月の「平和の川柳」

焼け野原
　 　一生ずっと
　　　　  見たくない

焼け野原
　 　一生ずっと
　　　　  見たくない

YMCA高等学院　ペンネーム もりのくまさんJr.さん

神
奈
川
県
で
は
、
ラ
イ
フ
ス
テ

ー
ジ
に
応
じ
て
①
子
ど
も
の
未
病

対
策　

②
女
性
の
未
病
対
策　

③

働
き
ざ
か
り
の
こ
こ
ろ
の
未
病
対

策　

④
生
活
習
慣
病
対
策　

⑤
介

護
予
防
・
軽
度
認
知
障
害
対
策
と

い
う
５
つ
の
重
点
ス
テ
ー
ジ
を
あ

げ
て
未
病
の
改
善
に
む
け
た
施
策

を
行
っ
て
い
る
が
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に

お
い
て
も
神
奈
川
県
と
連
携
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
年
代
の
方
に
対
す
る

健
康
づ
く
り
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展

開
し
て
い
る
。

子
ど
も
の
健
康
課
題
と
し
て
は
、

関
節
が
固
く
て
腕
を
真
上
に
上
げ

ら
れ
な
い
、
踵
を
つ
け
て
し
ゃ
が

め
な
い
、
転
倒
し
た
際
に
手
が
前

に
出
な
い
な
ど
、「
子
ど
も
の
ロ
コ

モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム（
運
動

器
疾
患
）」が
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
３
年
前
よ
り
、
神

奈
川
県
か
ら
委
託
を
受
け
日
常
的

に
乳
幼
児
の
指
導
を
し
て
い
る
県

下
の
保
育
士
、
幼
稚
園
教
諭
を
対

象
と
し
た
、
年
齢
、
発
育
に
対
応

し
た
キ
ッ
ズ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
指
導
法
講
習
会
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
運
動
に
よ
る
認
知
症
予

防
と
し
て
、
各
地
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で

コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
を
５
年
前
よ
り
行

っ
て
い
る
が
、
こ
の
コ
グ
ニ
サ
イ

ズ
の
考
え
方
を
ベ
ー
ス
に
し
た
固

定
式
運
動
バ
イ
ク
「
コ
グ
ニ
バ
イ

ク
」
の
普
及
活
動
を
神
奈
川
県
か

ら
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
学
院
専
門
学
校

作
業
療
法
科
が
委
託
を
受
け
、
県

下
の
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
等
を
会
場
に
体
験
会

を
行
っ
て
い
る
。

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に
お
い
て

も
、
横
浜
中
央
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
（
３
月
16
日
ま
で
）、

厚
木
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
（
３
月

９
日
ま
で
）
に
て
体
験

が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　

３
月
３
日
（
日
）
に

は
、
み
な
と
み
ら
い
地

区
に
あ
る
横
浜
ワ
ー
ル

ド
ポ
ー
タ
ー
ズ
に
て
神

奈
川
県
が
主
催
す
る

「
か
な
が
わ
女
性
の
健

康
未
病
改
善
フ
ェ
ア
」

に
、
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
も

出
展
す
る
。

　

こ
の
フ
ェ
ア
で
は
、「
学
ん
で
、

知
っ
て
、
セ
ル
フ
プ
ラ
ン
ニ
ン

グ
」
を
テ
ー
マ
に
各
企
業
、
団
体

に
よ
る
、
各
種
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、

健
康
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
も
の

で
、
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
と
し
て
は
、

歩
行
姿
勢
年
齢
測
定
と
健
康
運
動

指
導
士
に
よ
る
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア

ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
く
。

全
て
の
世
代
が
未
病
を
自
分
の

こ
と
と
し
て
考
え
行
動
し
、
超
高

齢
社
会
を
幸
せ
に
生
き
る
に
は
、

未
病
改
善
が
大
切
で
あ
る
と
い
う

価
値
観
を
文
化
と
し
て
育
て
、
未

病
改
善
に
つ
い
て
学
び
、
ラ
イ
フ

ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
取
り
組
み
を

展
開
す
る
た
め
に
、
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
で
は
、
今
後
も
行
政
と
の
連
携

に
よ
り
幅
広
い
年
代
層
の
健
康
づ

く
り
を
推
進
す
る
。

　
「
い
じ
め
の
な
い
世
界
を
め
ざ

そ
う
」
と
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
、

２
月
に
世
界
的
な
い
じ
め
反
対
運

動
「
ピ
ン
ク
シ
ャ
ツ
デ
ー
」
に
全

国
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
や
地
域
と
と
も
に

取
り
組
ん
だ
。

　

２
月
７
日
に
は
、
横
浜
中
央
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
に
お
い
て
ピ
ン
ク
シ
ャ
ツ

デ
ー
講
演
会
「
子
ど

も
の
い
の
ち
に
寄
り

添
う
～
Ｓ
Ｏ
Ｓ
に
気

づ
く
た
め
に
～
」
を

テ
ー
マ
に
、
西
野
博

之
氏（
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

た
ま
り
ば
理
事
長
）

を
迎
え
、
33
年
間
に

わ
た
る
不
登
校
の
子

ど
も
た
ち
と
の
関
わ

り
か
ら
、
い
の
ち
に

寄
り
添
う
た
め
の
ヒ

ン
ト
を
参
加
し
た
51

人
が
学
ん
だ
。参
加
者
か
ら
は「
生

ま
れ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
あ

な
た
が
い
て
く
れ
て
幸
せ
と
言
い

続
け
た
い
」
と
感
想
が
あ
っ
た
。

　

こ
の
ほ
か
各
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
ボ
ー
ド
に
、
そ
れ
ぞ

れ
の
思
い
を
貼
付
し
ピ
ン
ク
の
シ

ャ
ツ
を
作
成
し
た
ほ
か
、
紙
芝
居

を
用
い
て
理
解
を
深
め
た
。

　

ま
た
、
神
奈
川
県
や
横
浜
市
、

地
域
の
企
業
や
団
体
な
ど
で
行
っ

た「
ピ
ン
ク
シ
ャ
ツ
デ
ー
２
０
１
９

in
神
奈
川
」は
、
27
日
に
新
都
市

プ
ラ
ザ
で
多
く
の
人
に
い
じ
め
を

な
く
そ
う
と
呼
び
か
け
た
。
当
日

は
み
な
と
み
ら
い
の
観
覧
車
な
ど

が
ピ
ン
ク
色
に
染
ま
り
、
地
域
で

の
取
り
組
み
が
さ
ら
に
広
が
っ
た
。

Y M C A
N E T W O R K
N E W S

心が動く時大切に

ライフステージに応じた
未病改善の取り組み推進
超高齢者社会を幸せに生きるために

いじめのない世界を創ろう
ピンクシャツデーに取り組む

　

横
浜
中
央
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
、
東
日
本
大

震
災
復
興
支
援
の
取
り
組
み
と
し
て
、
２

月
４
日
か
ら
「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
レ
ン
タ

イ
ン
」
を
行
い
、
宮
城
県
の
利
き
酒
シ
ョ

コ
ラ
、
福
島
県
の
こ
だ
わ
り
チ
ョ
コ
ラ
ス

ク
、
林
檎
ジ
ュ
レ
シ
ョ
コ
ラ
な
ど
バ
レ
ン

タ
イ
ン
デ
ー
を
前
に
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
取

り
寄
せ
物
産
展
を
行
っ
た
。
福
島
県
会
津

に
伝
わ
る
赤
ベ
コ
や
宮
城
県
の
通
信
こ
け

し
な
ど
の
民
芸
品
も
並
べ
ら
れ
た
。

　

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
、
東
日
本
大
震
災

の
あ
っ
た
３
月
11
日
の
前
後
に
各
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
に
お
い
て
イ
ベ
ン
ト
や
物
産
展
な
ど
を

行
な
う
「
３
．
11
を
わ
す
れ
な
い
…
」
が

開
催
さ
れ
る
（
詳
細
4
面
）。

横浜
バ
レ
ン
タ
イ
ン
に

東
北
チ
ョ
コ
支
援

　

卒
業
を
目
前
に
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
学
院
専

門
学
校
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
健
康
福
祉
専
門
学
校
、

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
ス
ポ
ー
ツ
専
門
学
校
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
卒
業
研
究
発
表
会
が
行
わ
れ
た
。

　

こ
の
う
ち
、
１
月
19
日
に
開
催
し
た
横

浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
ス
ポ
ー
ツ
専
門
学
校
の
卒
業

レ
ポ
ー
ト
発
表
会
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
ト
レ

ー
ナ
ー
や
ス
ポ
ー
ツ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
、

サ
ッ
カ
ー
コ
ー
チ
、
保
育
士
、
幼
稚
園
教

諭
な
ど
を
目
指
す
学
生
が
約
１
年
か
け
て

研
究
し
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
発
表
し
た
。

　

45
の
テ
ー
マ
の
う
ち
事
前
に
選
出
さ
れ

た
「
働
く
母
親
の
感
じ
る
子
育
て
の
悩
み

ー
特
に
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
に
着
目

し
て
ー
」「
Ｐ
Ｎ
Ｆ
ス
ト
レ
ッ
チ
と
ス
タ

テ
ィ
ッ
ク
ス
ト
レ
ッ
チ
の
違
い
」
な
ど
の

11
の
テ
ー
マ
は
、
１
階
ホ
ー
ル
に
て
全
学

生
・
教
員
を
前
に
全
体
発
表
を
行
っ
た
。

投
票
の
結
果
、「
チ
ェ
ス
ト
パ
ス
の
ス
ピ
ー

ド
を
あ
げ
る
方
法
」の
テ
ー
マ
で
発
表
し
た

カ
ー
ン
・
ニ
レ
ッ
シ
ュ
さ
ん（
ス
ポ
ー
ツ
ト

レ
ー
ナ
ー
科
）が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
。

横浜
専
門
学
校
生
が

卒
業
研
究
発
表

カンボジアで装具士を育成する取り組みを1998
年4月からスタートした「横浜YMCA対人地雷をな
くす会」（岡戸良子代表／横浜YMCA常議員・鎌倉
YMCA運営委員長）は、2019年3月末に活動を終え、
あらたにサムレーンアプサラ（The Voice of Angel）
と名称を変更し、カンボジアはもとより世界の人
とともに保全と平和のために活動を続けていくこ
とになりました。

カンボジアの戦争生存者の次世代への教育支援
活動は、2013年に開始したカンボジアYMCAのス
トリートチルドレンへの支援からはじまり、横浜
YMCAの国際・地域協力募金によるシェムリアッ
プでのチャイルドケアセンターの教育・自立支援
へとつなげることができました。

2018年11月24日にみなとみらいホールで行われ
た第20回チャリティーコンサートにおいて岡戸良
子代表は、20年を振り返り「一人ひとりがもって
いる可能性を信じて教育という現場で花を咲かせ
ることができました」とあいさつしました。

横浜 YMCA対人地雷をなくす会活動終了
名称変更し、カンボジアの平和活動継続

今、アクティブラーニングが注
目を集めています。このアクティ
ブラーニングは子どもたちが遊び
や活動を通して、自分で気が付い
て、自分で学ぶことを大切にする
ことで、今まで保育園でもっとも
大切にしてきたことです。

YMCAつるみ保育園では、定期
的に水や土、布や紙などさまざま
な材料や自然なものを使い造形遊
びを行っています。1月に行われ
た果物の皮を使った活動では、「わ
ぁ、いいにおい」とみんな目を輝
かせていました。感触やにおい、
音など五感を使った活動は、「不

思議」「おもしろい」など子どもた
ちの計り知れない想像力をかき立
てます。布をちぎる活動では「な
んでビリビリっていうの？みんな
に声があるように布にも声がある
んだね」という素直な声も聞かれ
ました。大人が促したり声を掛け
たりするのではなく、子どもが自
然に心を動かされ、自分から触れ
たり、見たりすることで初めて気
が付き、学べることも多いのです。

子どもの心が動く瞬間を見逃さ
ないで、共感していきたいですね。
（YMCAつるみ保育園　
　　　　副主任　中瀬竜太）

▲33年間不登校の子どもたちに寄り添っている西野博之さんを囲んで

▲�歩行の姿勢やバランスをチェックし日常生活に活かせる歩行測定

▲�昨年11月のチャリティーコンサートを運営した横浜
YMCA対人地雷をなくす会とボランティアのみなさん
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三
浦
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
グ
ロ
ー
バ
ル
・

エ
コ
・
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
と
富
士
山
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
グ
ロ
ー
バ
ル
・
エ
コ
・
ヴ

ィ
レ
ッ
ジ
の
二
つ
の
野
外
教
育
施

設
で
は
、
今
年
１
月
に
再
生
可
能

な
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
所
の
電

力
の
利
用
を
開
始
し
た
。
横
浜
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
は
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

グローバル・エコ・ヴィレッジで
自然エネルギーを導入
三浦YMCAと富士山YMCAで
持続可能な地域づくりを

　

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
賛
助
会
は
、
横

浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
青
少
年
育
成
や
地

域
の
人
び
と
と
と
も
に
平
和
な
社

会
を
創
る
こ
と
を
目
指
す
目
的
と

願
い
に
賛
同
し
、
そ
の
活
動
を
援

助
、
支
援
す
る
法
人
に
よ
り
構
成

す
る
会
員
組
織
と
な
っ
て
い
る
。

　

２
０
１
８
年
度
の
賛
助
会
の
活

動
は
、
児
童
養
護
施
設
の
子
ど
も

た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト
や

企
業
訪
問
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

　

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
賛
助
会
へ
の
参

画
は
、「
地
域
貢
献
や
国
際
協
力

活
動
の
支
援
に
つ
な
が
り
、
企
業

の
社
会
的
責
任
（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
）
の
実

践
に
つ
な
が
っ
て
い
る
」
と
参
加

し
た
企
業
の
担
当
者
は
感
想
を
語

っ
た
。

【
２
０
１
８
年
度
賛
助
会
入
会
会
社
】

　

厚
木
テ
ィ
ー
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス

（
有
）、（
株
）安
藤
ス
ポ
ー
ツ
、
ア
ン

ド
ウ
電
気
照
明（
株
）、（
株
）伊
藤

園
、
上
野
ト
ラ
ン
ス
テ
ッ
ク（
株
）、

小
倉
会
計
事
務
所
、（
株
）神
奈
川

新
聞
社
、
川
本
工
業
（
株
）、 （
株
）

共
栄
社
、（
株
）崎
陽
軒
、
扶
桑
電

機（
株
）、協
同
電
気（
株
）、（
株
）グ

リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
、（
株
）サ
カ
ク
ラ
、

増
加
し
、
２
０
１
３
年
度
に
は
過

去
最
高
の
排
出
量
を
記
録
し
た
。

こ
う
し
た
中
、
２
０
１
６
年
に
発

効
し
た
パ
リ
協
定
に
お
い
て
は
、

世
界
の
平
均
気
温
上
昇
を
産
業
革

命
以
前
に
比
べ
て
２
度
よ
り
低
く

保
ち
、
１
．
５
度
に
抑
え
る
努
力

を
す
る
。
そ
の
た
め
、
で
き
る
か

ぎ
り
早
く
世
界
の
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
量
を
ピ
ー
ク
ア
ウ
ト
し
、
21

世
紀
後
半
に
は
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
量
と
（
森
林
な
ど
に
よ
る
）
吸

収
量
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
こ
と
な

ど
が
合
意
さ
れ
て
お
り
、
パ
リ
協

定
の
中
で
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

量
を
削
減
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

と
な
る
。
再
生
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
は
温
室
効
果
ガ
ス
を
排
出
し
な

い
こ
と
か
ら
、
パ
リ
協
定
の
実
現

に
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
は
、

石
油
や
天
然
ガ
ス
な
ど
が
８
割
以

上
を
占
め
、
ほ
と
ん
ど
を
海
外
に

依
存
し
て
い
る
。
特
に
東
日
本
大

震
災
後
の
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自

給
率
は
、
10
％
を
下
回
り
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
安
定
し
た
供
給
を
図
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
で
は
、
今
後
も
各
施
設
へ
の
導

入
を
検
討
し
て
い
く
。

（
株
）サ
ス
・
ス
ポ
ー
ツ
プ
ロ
ダ
ク

ト
、（
株
）ジ
ャ
パ
ン
ビ
バ
レ
ッ
ジ
セ

ン
ト
ラ
ル
、
湘
南
ひ
か
り
の
く
に

（
株
）、大
成
建
設（
株
）横
浜
支
店
、

（
株
）ダ
イ
イ
チ
、
ダ
イ
ド
ー
ド
リ

ン
コ（
株
）、タ
カ
ナ
シ
乳
業（
株
）、

タ
カ
ノ（
株
）、（
株
）テ
レ
ビ
神
奈

川
、（
福
）東
京
コ
ロ
ニ
ー
東
京
都

大
田
福
祉
工
場
、
戸
田
建
設（
株
）

横
浜
支
店
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ベ
ン

デ
ィ
ン
グ（
株
）、（
株
）日
栄
ビ
ル

サ
ー
ビ
ス
、
日
興
テ
ク
ノ
ス（
株
）、

（
株
）日
新
、
日
立
キ
ャ
ピ
タ
ル

（
株
）首
都
圏
支
店
神
奈
川
営
業

所
、（
株
）フ
ェ
ア
ス
タ
ー
ト
、
藤
木

企
業（
株
）、富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
神

奈
川（
株
）、富
士
倉
庫（
株
）、（
株
）

ホ
テ
ル
、
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド
、（
株
）

横
浜
ポ
ン
パ
ド
ウ
ル
、
丸
全
昭
和

運
輸（
株
）、
三
丸
興
業（
株
）、（
株
）

大
和
生
花
店
、（
株
）有
隣
堂
、（
株
）

ヨ
コ
ソ
ー
、（
株
）ヨ
コ
ソ
ー
横
須

賀
本
社
、
横
浜
エ
レ
ベ
ー
タ（
株
）、

（
株
）横
浜
銀
行
、
横
浜
商
工
会
議

所
、（
株
）横
浜
ス
タ
ジ
ア
ム
、
株

式
会
社
Ｙ
Ｓ
Ｇ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
、（
特
非
）よ
こ
は
ま
地
域
福
祉

研
究
セ
ン
タ
ー
、（
有
）横
浜
雪
屋
、

ヨ
シ
ダ
電
子（
株
）、
理
想
科
学
工

業（
株
）横
浜
支
店
、（
有
）ワ
イ
コ

ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン（
順
不
同
・
敬

称
略　

１
月
31
日
ま
で
）。２
０
１ 

８
年
度
の
サ
ポ
ー
ト
に
感
謝
い
た

し
ま
す
。

ｓ（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）の
取

り
組
み
を
進
め
る
と
と
も
に
、
グ

ロ
ー
バ
ル
・
エ
コ
・
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

を
利
用
す
る
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
の
あ
ら
ゆ
る
世
代
に
自
然
を

大
切
に
す
る
心
を
育
み
、
持
続
可

能
な
社
会
づ
く
り
を
自
分
事
と
し

て
捉
え
る
機
会
に
つ
な
げ
て
い
く
。

　

二
つ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
エ
コ
・

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
は
、
み
ん

な
電
力
株
式
会
社
（
東

京
都
世
田
谷
区
／
以
下

み
ん
な
電
力
）
と
契
約

を
締
結
し
取
り
組
ん
で

い
る
。み
ん
な
電
力
は
、

電
力
の
生
産
者
の
想
い

や
願
い
を
汲
み
取
り
、

環
境
、
地
域
、
社
会
に

優
し
い
「
顔
の
見
え
る

電
力
」
の
供
給
を
行
っ

て
い
る
。
再
生
可
能
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
１
０
０
％

で
企
業
経
営
を
行
う

「
R
E
100


」
の
企

業
ニ
ー
ズ
に
も
応
え
て
い
る
。
横

浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
「
顔
の
見
え
る
電

力
」
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
地
域

に
根
ざ
し
た
再
生
可
能
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
発
電
所
の
拡
大
と
持
続
可
能

な
地
域
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

経
済
産
業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー

庁
に
よ
る
と
、
東
日
本
大
震
災
以

降
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
は

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
使
命
に
賛
同
す
る

賛
助
会
企
業
と
地
域
活
動
展
開

FLASH NEWS

　金沢八景ワイズメンズクラブでは、東日本大
震災復興支援、被災地支援を継続しています。
　5月25日（土）には、金沢公会堂（金沢区）
にて「金沢芸能祭り」を開催します。内容は、
日本舞踊の発表やカラオケなどで、毎年110名
ほどの演技者、観覧・応援に300名ほど集まる
お祭りです。
　芸能祭りでは、復興支援等のアピールを行い、
募金を呼びかけます。この募金と収益金をあわ
せ、11月に行われる国際・地域協力募金活動
に寄付を予定しています。一昨年度は約13万
円の支援金を届けることができました。今回も
東日本区のワイズメンズクラブの仲間との交流
や被災地の支援につなげていきます。
（金沢八景ワイズメンズクラブ会長　若林 諒）

2 月10日から「第23回ミャンマー・ボランティ
アの旅」が始まった。今回から新たな活動地

としてタングーYMCAと協働し、介護やリハビリテー
ションの支援活動を行なっていく。タングー近隣
から30人が講習会に集まり、初日には介護の現状
や個人の困りごとの聞き取りなどが行われた。日
本からは社会福祉士、医師、看護師、理学療法士、
専門学校生が参加し、日本での介護の方法などを
紹介した。最終日には参加者の村を実際に訪問し、
ミャンマーにあった自宅での状況改善を検討する。

日本YMCA同盟東山荘（御殿場市）で開催される
アジア・大平洋YMCA大会／9月2日（月）～6

日（金）ならびにユースアッセンブリ―／8月31日
（土）～9月2日（月）の申し込み受け付けが始まっ

ている。早期申し込み締め切りは3月15日（金）ま
で。通常申し込みは6月15日（土）まで。詳細は、
国際・地域事業または日本YMCA同盟ポジティブ
ネット創造部 ichiki@ymcajapan.org へ。

チャリティー芸能祭りを開催！
金沢八景ワイズメンズクラブ

　

横
浜
中
央
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
、
東
日
本
大

震
災
復
興
支
援
の
取
り
組
み
と
し
て
、
２

月
４
日
か
ら
「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
レ
ン
タ

イ
ン
」
を
行
い
、
宮
城
県
の
利
き
酒
シ
ョ

コ
ラ
、
福
島
県
の
こ
だ
わ
り
チ
ョ
コ
ラ
ス

ク
、
林
檎
ジ
ュ
レ
シ
ョ
コ
ラ
な
ど
バ
レ
ン

タ
イ
ン
デ
ー
を
前
に
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
取

り
寄
せ
物
産
展
を
行
っ
た
。
福
島
県
会
津

に
伝
わ
る
赤
ベ
コ
や
宮
城
県
の
通
信
こ
け

し
な
ど
の
民
芸
品
も
並
べ
ら
れ
た
。

　

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
、
東
日
本
大
震
災

の
あ
っ
た
３
月
11
日
の
前
後
に
各
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
に
お
い
て
イ
ベ
ン
ト
や
物
産
展
な
ど
を

行
な
う
「
３
．
11
を
わ
す
れ
な
い
…
」
が

開
催
さ
れ
る
（
詳
細
4
面
）。

横浜
バ
レ
ン
タ
イ
ン
に

東
北
チ
ョ
コ
支
援

こもれび

総主事
田 口 　 努

た
っ
た
一
人
で
は

本
当
に
か
弱
い

こ
の
世
界
は

あ
ま
り
に
も
広
す
ぎ
る

だ
か
ら
手
を
つ
な
ぎ
ま
せ
ん
か

そ
う
し
て
生
き
て
い
き
ま
せ
ん
か

わ
た
し
も
ま
た
悲
し
く
て

い
つ
も
手
探
り
し
て
い
ま
す

あ
な
た
と
同
じ
な
の
で
す

分
か
ち
合
い
ま
せ
ん
か

大
地
よ
　
静
ま
れ
　
ど
う
か

祈
り
を
涙
を

分
か
り
合
い
ま
せ
ん
か

�

「
揺
れ
」（
作
詞
　
和
合
亮
一
）

　

昨
年
の
北
海
道
の
地
震
か
ら
一

カ
月
目
に
、
北
海
道
新
聞
に
「
福

島
か
ら
北
海
道
の
み
な
さ
ま
へ
」

と
い
う
お
見
舞
い
の
４
編
の
詩

が
掲
載
さ
れ
、
そ
の
ひ
と
つ
が

こ
の
「
揺
れ
」
だ
。
他
に
「
決

意
の
あ
い
だ
」「
祈
り
」

「
牛
と
」
と

い
う
詩
が
あ
り
、
ど
の
詩
も
心
を

打
つ
。

　

詩
の
掲
載
の
費
用
を
サ
ポ
ー
ト

し
た
団
体
名
を
見
る
と
、
福
島
県

全
て
に
お
よ
ぶ
地
名
の
企
業
、
自

治
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

な
ど
44
団
体
の
北
海
道
を
応
援
す

る
思
い
が
あ
ふ
れ
て
い
る
の
を
感
じ

る
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
８
年
目
を

迎
え
る
が
、
ま
だ
復
興
半
ば
で
全

国
の
避
難
者
５
万
３
千
人
の
う
ち
、

福
島
県
だ

け
で
４
万
２
千
人
に
の
ぼ

る
。
地
震
、
津
波
に
加
え
て

原
発
事
故
に
よ
る
帰
宅
困
難
地

域
が
存
在
し
、
今
で
も
福
島
の

テ
レ
ビ
や
新
聞
で
放
射
線
量
測

定
値
が
報
道
さ
れ
て
い
る
。

　

福
島
の
人
び
と
は
「
い
つ
も
手

探
り
」
と
い
う
言
葉
の
通
り
過
ご

し
て
い
る
が
、
全
国
か
ら
の
励
ま

し
に
感
謝
し
つ
つ
、
各
地
で
の
災

害
を
自
分
事
に
置
き
換
え
、
思
い

を
込
め
て
エ
ー
ル
を
北
海
道
に
送

っ
た
の
だ
と
思
う
。
被
災
地
の
こ

れ
か
ら
の
苦
難
を
忘
れ
な
い
で
と

い
う
思
い
も
あ
る
の
だ
ろ
う
。

　

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
、
未
だ
に
自

然
の
中
で
十
分
に
遊
べ
な
い
福
島

の
幼
稚
園
や
保
育
園
の
子
ど
も
た

ち
を
富
士
山
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に
招
く
活

動
を
続
け
、被
災
者
を
忘
れ
な
い
、

つ
な
が
る
活
動
を
続
け
て
い
く
。

忘れない
つながる

▲�1月から再生可能な自然エネルギーを導入した三浦YMCAグローバル・エコ・ヴィレッジ



横 浜 青 年2019年3月1日 � 第491号（4）横 浜 青 年
横浜中央YMCA ☎045（662）3721
横浜北YMCA ☎045（433）4321
藤沢YMCA ☎0466（26）1151
横須賀YMCA ☎046（834）5811
川崎YMCA ☎044（932）2031
厚木YMCA ☎046（244）4181
YMCA ACT ☎045（316）1881
鎌倉YMCA ☎0467（24）7859
YMCA山手台センター ☎045（813）1022
湘南とつかYMCA ☎045（864）4768
金沢八景YMCA ☎045（782）3003
YMCA東とつかセンター ☎045（392）3747

大和YMCAライフサポートセンター ☎046（264）3192
横浜YMCAワークサポートセンター アンジュ ☎045（867）0090
横浜YMCAワークサポートセンター レザン ☎045（860）5252
YMCAあつぎ保育園ホサナ ☎046（222）8619
YMCA山手台保育園アルク ☎045（813）1022

YMCAとつか保育園 ☎045（870）3663
Y M C Aマナ保 育 園 ☎045（790）3588
YMCAとつか乳児保育園 ☎045（870）3235
YMCAつるみ保育園 ☎045（500）5030
YMCAかわさき保育園 ☎044（520）1825

YMCAいずみ保育園 ☎045（800）3010
YMCA東とつか保育園 ☎045（820）5588
YMCA東かながわ保育園 ☎045（440）3763
YMCAたかつ保育園 ☎044（281）7833
金沢八景YMCA保育園 ☎045（353）5130
YMCAオベリン保育園 ☎042（707）9974
富士山YMCAグローバル・エコ・ヴィレッジ ☎0544（54）1151
三浦YMCAグローバル・エコ・ヴィレッジ ☎046（888）2100
鶴 見 中 央 Y M C A ☎045（508）7800
YMCAライフサポートセンター鶴見 ☎045（506）0131
YMCAライフサポートセンター関内 ☎045（680）6680
本   部   事   務   局 ☎045（662）3721

I N F O M A T I O N

横浜YMCA

レクチャー
■イングリッシュセミナー
日　時　‌�3 月15日（金）午前10時～正午
会　場　‌�鎌倉YMCA　201教室
テーマ　‌�The  d i f fe rent  approaches  to 

concerts in Europe and in Japan
講　師　‌�Mari Teradaさん
参加費　‌�会員1,100円、一般1,400円
申込み　‌�鎌倉YMCA　☎0467（24）7859

キリスト教理解
■聖書からの学び
日　時　‌�3 月 7 日（木）
　　　　午前10時30分～11時10分
会　場　‌�湘南とつかYMCA　 2 階教室
講　師　‌�堀野浩嗣氏（横浜戸塚バプテスト教

会牧師）
テーマ　‌�「主イエスと出会う」
参加費　‌�無料
問合せ　‌�湘南とつかYMCA　☎045（864）4768
■聖書を読んでみよう会
日　時　‌�3 月19日（火）午後 6時30分～ 8時
会　場　‌�横浜中央YMCA 6 階教室
テーマ　‌�「ヨハネによる福音書を読む」
参加費　‌�無料
問合せ　‌�横浜中央YMCA　☎045（307）7556
■聖書に聞く「旧約聖書が語りかけるもの」
日　時　‌�3 月15日（金）午前11時～正午
会　場　‌�横須賀YMCA
テーマ　‌�「王の時代　王国分裂」
参加費　‌�無料
問合せ　‌�横須賀YMCA　☎046（834）5811

イベント
■輪 和 Waコンサート
日　時　‌�3 月 2 日（土）午後 1時30分開演、

午後 1時開場
会　場　‌�大和市保健福祉センターホール（小

田急江ノ島線「鶴間駅」下車徒歩 5分
出　演　‌�西口典子＆すすきだ音楽隊
内　容　‌�障がい児・者と楽しむコンサート
入場料　‌�1,000円
主　催　‌�大和YMCA「輪 和 Waコンサート」

実行委員会
申込み　‌�大和YMCAライフサポートセンター

☎046（264）3192
■東日本大震災復興支援
　チャリティーコンサート
日　時　‌�3 月10日（日）午後 2時開演　午後

1時30分開場
会　場　‌�湘南とつかYMCA
内　容　‌�第 1 部　うたごえ広場、第 2部　ピ

アノなどによるコンサート
参加費　‌�前売り800円、当日1,000円
申込み　‌�湘南とつかYMCA　☎045（864）4768
■舞岡さんままつり
日　時　‌�3 月10日（日）
　　　　午前10時～午後 2時
会　場　‌�横浜市舞岡地区センター
内　容　‌�東北物産展、よさこい踊り、さんま

焼き（正午～）など
問合せ　‌�横浜市舞岡地区センター
　　　　☎045（824）1915
■ 3 .11をわすれない…つながる
　東日本大震災から 8 年目の集い
日　時　‌�3 月11日（月）
　　　　午後 6時30分～ 7時30分
会　場　‌�横浜中央YMCA
内　容　‌�東日本復興支援活動報告
問合せ　‌�本部事務局　☎045（662）3721
■藤沢YMCA40周年記念礼拝・
　ホームカミングパーティー
日　時　‌�3 月17日（日）午後 2時～ 4時
会　場　‌�藤沢YMCA
内　容　‌�感謝礼拝・祝会
問合せ　‌�藤沢YMCA　☎0466（26）1151

カルチャー
＜なつかしい童謡や唱歌を歌います＞
■北YMCA　うたごえひろば
日　時　‌�3 月12日（火）午後12時40分～ 2時30分
対　象　‌�一般（熟年世代の皆さん）
会　場　‌�北YMCA 3 階スタジオ
参加費　‌�300円
申込み　‌�北YMCA　☎045（433）4321
■湘南とつかYMCA　うたごえひろば
日　時　‌�3 月19日（火）午後 2時～ 4時
対　象　‌�一般（熟年世代の皆さん）
会　場　‌�湘南とつかYMCA 1 階ホール
参加費　‌�300円
申込み　‌�湘南とつかYMCA　☎045（864）4768
■藤沢YMCA　うたごえひろば
日　時　‌�3月15日（金）午後1時15分～ 3時15分
対　象　‌�一般（熟年世代の皆さん）
会　場　‌�藤沢YMCA
参加費　‌�300円
申込み　‌�藤沢YMCA　☎0466（26）1151
■厚木YMCA　うたごえひろば
日　時　‌�3 月26日（火）午後 2時～ 3時30分
対　象　‌�一般（熟年世代の皆さん）
会　場　‌�厚木YMCA
参加費　‌�500円
申込み　‌�厚木YMCA　☎046（222）8619
■生麦地域ケアプラザ　うたごえひろば
日　時　‌�3月20日（水）午後1時30分～ 3時30分
対　象　‌�一般（熟年世代の皆さん）
会　場　‌�生麦地域ケアプラザ（横浜YMCA運

営委託） 2階多目的ホール
参加費　‌�100円
申込み　‌�生麦地域ケアプラザ　☎045（510）3411

子育て支援
■横浜子育てサポートシステム入会説明会
日　時　‌�3 月15日（金）、*20日（水）、26日（火）

午前10時30分～11時30分、*午後 1
時30分～ 2時30分

会　場　‌�中区地域子育て支援拠点のんびりんこ
対　象　‌�横浜子育てサポートシステムに入会

を考えている方
問合せ　‌�横浜子育てサポートシステム中区支

部事務局　☎045（663）0676

学校説明会
■横浜YMCA学院専門学校作業療法科
日　時　‌�3 月 9 日（土）午前10時～12時30分
内　容　‌�学校説明会
申込み　‌�☎045（641）5785
■YMCA健康福祉専門学校
日　時　‌�3月9日（土）、23日（土）午後 2時～ 5時
内　容　‌�学校説明会
申込み　‌�☎046（223）1441
■横浜YMCAスポーツ専門学校
日　時　‌�3 月29日（金）
　　　　午前 9時30分～12時30分
内　容　‌�保育園見学・保育士体験
申込み　‌�☎045（864）4990
■YMCA国際ビジネス専門学校
　観光ビジネス科
日　時　‌�3 月 9日、16日（土）午前10時～正午
内　容　‌�学校説明・体験授業（ 9日）・入試

対策会（16日）
申込み　‌�☎044（932）2015
※�各校とも入試を行っています。詳細は電話、
HPにて各校へお問い合わせください

ボランティア情報
■子育て応援ボランティア説明会
日　時　‌�3 月29日（金）午後 2時～ 3時
会　場　‌ �中区地域子育て支援拠点のんびりんこ
問合せ　‌�中区地域子育て支援拠点のんびりんこ
　　　　☎045（663）9715
○お気軽にお問い合わせください。

平
和
を
つ
く
る
学
び
と
分
か
ち
合
い
の
時

第
５
回　

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
会
員
大
会

2019年 維持会員（Yサポーター）受付中　お問い合わせ、お申込みは各YMCA へ

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
使
命
を
し
っ
か
り
と

若
い
人
に
受
け
継
い
で
い
き
た
い

�

山
村　

ま
ゆ
み

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ　

Ａ
Ｃ
Ｔ
運
営
委
員

子
ど
も
支
援
基
金
委
員

　

１
９
９
４
年
、
ア
ジ
ア
初
の
エ
イ
ズ
国

際
会
議
が
横
浜
で
開
催
さ
れ
た
際
に
、
会

議
に
参
加
で
き
な
い
人
た
ち
に
向
け
て
の

「
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
横
浜
」

で
、
多
く
の
ス
タ
ッ
フ
の
方
と
出
会
っ
た

こ
と
が
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
と
今
日
ま
で
つ
な
が

る
こ
と
に
な
っ
た
き
っ
か
け
で
す
。
そ
こ

で
の
多
く
の
学
び
と
、
た
く
さ
ん
の
人
び

と
と
の
出
会
い
は
、
か
け
が
え
の
な
い
も

の
と
な
り
ま
し
た
。

　

幼
少
期
に
教
会
学
校
で
キ
リ
ス
ト
教
と

出
会
い
、
キ
リ
ス
ト
教
主
義
の
学
校
の
教

員
と
し
て
約
20
年
働
き
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
と
つ

な
が
り
、
現
在
は
キ
リ
ス
ト
教
の
理
念
に

基
づ
い
て
建
て
ら
れ
た
介
護
施
設
に
お
い

て
働
け
る
こ
と
は
、
神
様
が
私
の
人
生
の

歩
み
を
導
い
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
と
改
め

て
感
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
数
年
は
「
世
界
が
も
し
１
０
０
人

の
村
だ
っ
た
ら
～
エ
イ
ズ
バ
ー
ジ
ョ
ン
」

と
い
う
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ　

Ａ
Ｃ
Ｔ
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
一
つ
を
、
ス
タ
ッ
フ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
と
一
緒
に
、
市
内
の
学
校
に
出
向

い
て
特
別
授
業
の
実
施
や
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
文
化

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

湘
南
と
つ
か
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
マ
シ
ン
ル
ー

ム
の
ス
タ
ッ
フ
や
新
体
操
ク
ラ
ス
の
リ
ー

ダ
ー
を

担
当
し

て
い
ま

す
。
年

齢
・
性

別
に
関

わ
ら
ず
、

多
く
の

方
と
の

出
会
い

は
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
賜
物
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

以
前
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参

加
し
た
、
子
ど
も
た
ち
の
感
想
の
中
に
、

「
素
敵
な
リ
ー
ダ
ー
と
出
会
い
、
将
来
は

自
分
も
リ
ー
ダ
ー
に
な
り
た
い
」
と
の
声

を
聴
い
た
時
に
は
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
使
命
が

伝
わ
っ
た
の
だ
と
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

こ
こ
数
年
は
新
体
操
ク
ラ
ス
終
了
後

も
、
技
術
指
導
の
み
で
な
く
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

の
使
命
を
し
っ
か
り
と
受
け
継
い
で
、
子

ど
も
た
ち
に
伝
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
中

高
・
大
学
生
の
リ
ー
ダ
ー
が
続
い
て
い
ま

す
。
か
つ
て
は
、
リ
ー
ダ
ー
に
な
り
た
い

と
、
熱
い
想
い
を
持
っ
た
若
者
が
多
く
い

ら
し
た
と
伺
っ
て
い
ま
す
が
、
時
代
の
流

れ
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
今
、
出
前
授
業

で
も
若
い
人
た
ち
と
出
会
う
機
会
が
多
い

私
の
使
命
は
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
の
楽

し
さ
を
「
み
つ
け
」、
共
感
し
て

永
く
「
つ
な
が
っ
て
」
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

が
「
よ
く
な
っ
て
」
い
け
る
よ
う
、

さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
わ

っ
て
も
ら
え
る
リ
ー
ダ
ー
を
育
て

て
い
く
こ
と
に
、
微
力
で
は
あ
り

ま
す
が
、
関
わ
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

▼東日本大震災から8年。「3.11をわすれない…つながる」の取り組みを継続して各YMCAにて行います。多くの方とともに支援の輪をさらに広げていきたいと思います。皆さまのご支援・ご協力をお願いいたします。（直）
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▲�AIDS文化フォーラムin横浜で「世界がもし100人の村だっ
たら～エイズバージョン」を担当（右から2人目/2016年8月）
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